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1 はじめに 

定量分析実験は前期の火曜日，水曜日に行われる物質生命化学科 2 年次対象の実験である。本実験では，

化学実験において基本的な重量分析および容量分析(滴定分析)を実習した。近年，機器分析が著しく進展して

いるが，各種イオンの様々な性質(溶解，沈殿，錯体形成)の違いのみを利用して選択的に検出・定量するこれ

らの分析法は，化学を実感する上で極めて重要である。本実験において，技術職員は TA 指導，実験に関す

る安全・技術指導だけではなく，ノートチェックや内容の指導もおこなっている。 

2 内容 

2.1 指導内容 

実験時ガイダンスにおいて，物質生命化学科の環境 ISO について，実験に関する諸注意(薬品，廃液処理，

服装，緊急時その他実験上のルール)をプレゼンテーションした。また，重量分析実験および容量分析実験が

おこなわれる前に，スライドを用いて計 4 回にわたって，正しい器具の使い方の指導，操作方法の説明をお

こなった。より理解を深めさせるため，鬼束技術職員がオリジナルで作成した動画を用いて，操作方法を説

明した。さらに，学生実験全体を取り仕切り，実験中は実験器具の管理，徹底して学生や TA に対し保護具

着用から試薬，廃液の取扱いの指導などをおこなった。実験前後のノートチェックや実験内容の指導，理解

不足の学生への個人指導なども教員・TA・技術職員関係なく，積極的におこなった。 

2.2 実験内容 

重量分析実験 

硫酸銅中の硫酸根の定量 

容量分析実験 

食酢中の酸の定量(中和滴定)   水道水の硬度測定(キレート滴定法) 

海水中の塩化物イオンの定量(沈殿滴定法)  硫酸銅中の銅の定量(酸化還元滴定法) 

重量分析実験と容量分析実験の総括 

モール塩の含量測定 

3 まとめ 

薬品や火を扱うため，安全確保・指導を徹底した。その一環として，今年度から緊急時対応予習カードを

導入した。これは学生実験室内で消火器や消火砂・水，緊急シャワー，洗眼器，緊急時の対応表ありかを記

入するものである。これを名札の裏に入れさせ，いつでも確認できるようにした。毎年これらを説明してい

るが，すぐに忘れられてしまうことへの対応策として導入した。また，実験前後のノートチェックや実験前

の器具の使い方の説明，実験中の巡回などにより，一人ひとりが理解できるよう指導した。 

さらに，物質生命化学科では ISO14001 を取得しており，学生の環境意識の向上を目標に掲げている。廃液

分類や薬品の特性に応じた使用等，環境負荷を考えながら化学物質を取り扱う者としての自覚を促した。 
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